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菟
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摂
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古
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鄙
の
長
路
の
旅
衣
。
〳
〵
。
都
に
い
ざ
や
急
が
ん
。

是
は
西
国
方
よ
り
出
で
た
る
僧
に
て
候
。
我
未
だ
都
を
見

ず
候
ふ
程
に
。
只
今
都
に
上
り
候
。

旅
衣
。
八
重
の
汐
路
の
浦
づ
た
ひ
。
〳
〵
。
船
に
て
も
行

く
旅
の
道
。
海
山
か
け
て
遥
々
と
。
明
か
し
暮
ら
し
て
行

く
程
に
。
名
に
の
み
聞
き
し
津
の
国
の
。
生
田
の
里
に
着

き
に
け
り
。
〳
〵
。

若
菜
摘
む
。
生
田
の
小
野
の
朝
風
に
。
猶
さ
え
か
へ
る
袂

「「「「「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行

シ
テ
、ツ
レ
一
声

ツ
レ

三
人

シ
テ
サ
シ

三
人

シ
テ

三
人

か
な
。

木
の
芽
も
春
の
淡
雪
に
。

森
の
下
草
な
ほ
寒
し
。

深
山
に
は
松
の
雪
だ
に
消
え
な
く
に
。

都
は
野
辺
の
若
菜
摘
む
。
頃
に
も
今
は
為
り
ぬ
ら
ん
。
思

ひ
や
る
こ
そ
ゆ
か
し
け
れ
。

こ
ゝ
は
又
も
と
よ
り
所
も
天
ざ
か
る
。

鄙
人
な
れ
ば
お
の
づ
か
ら
。
憂
き
も
命
の
生
田
の
海
の
。

23



身
の
限
り
に
て
憂
き
業
の
。
春
と
し
も
な
き
小
野
に
出

で
ゝ
。

若
菜
摘
む
い
く
里
人
の
跡
な
ら
ん
。
雪
間
あ
ま
た
に
野
は

な
り
ぬ
。

道
な
し
と
て
も
踏
み
分
け
て
。
〳
〵
。
野
沢
の
若
菜
今
日

摘
ま
ん
。
雪
間
を
待
つ
な
ら
ば
。
若
菜
も
若
し
や
老
い

も
せ
ん
。
嵐
吹
く
森
の
木
陰
。
小
野
の
雪
も
猶
さ
え
て
。

春
と
し
も
七
草
の
。
生
田
の
若
菜
摘
ま
う
よ
。
〳
〵
。

「「「「「「「
下
歌

上
歌

ワ
キ
詞

ツ
レ

シ
テ詞

ツ
レ

如
何
に
是
な
る
人
に
尋
ね
申
す
べ
き
事
の
候
。
生
田
と
は

此
あ
た
り
を
申
し
候
ふ
か
。

生
田
と
知
し
召
し
た
る
上
は
。
御
尋
ね
ま
で
も
候
ふ
ま

じ
。

所
々
の
有
様
に
も
。
な
ど
か
は
御
覧
じ
知
ら
ざ
ら
ん
。

先
は
生
田
の
名
に
し
負
ふ
。
是
に
数
あ
る
林
を
ば
。
生
田

の
森
と
は
知
し
召
さ
ず
や
。

又
今
渡
り
給
へ
る
は
。
名
に
流
れ
た
る
生
田
川
。
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水
の
緑
も
春
浅
き
。
雪
間
の
若
菜
摘
む
野
辺
に
。

少
な
き
草
の
原
な
ら
ば
。
小
野
と
は
な
ど
や
知
し
召
さ
れ

ぬ
ぞ
。

三
吉
野
志
賀
の
山
桜
。
立
田
初
瀬
の
紅
葉
を
ば
。
歌
人
の

家
に
は
知
る
な
れ
ば
。
所
に
住
め
る
者
な
れ
ば
と
て
。
生

田
の
森
と
も
林
と
も
。
知
ら
ぬ
事
を
な
宣
ひ
そ
よ
。

実
に
目
前
の
所
々
。
森
を
始
め
て
海
川
の
。
霞
み
渡
れ
る

小
野
の
景
色
。

「「「「「「「「「

シ
テ
詞

ツ
レ

三
人

ワ
キ詞

シ
テ
詞

ツ
レ

シ
テ

三
人

実
に
も
生
田
の
名
に
し
負
へ
る
。
さ
て
求
塚
と
は
何
く
ぞ

や
。

求
塚
と
は
名
に
は
聞
け
ど
も
。
誠
は
何
く
の
程
や
ら
ん
。

わ
ら
は
も
更
に
知
ら
ぬ
な
り
。

な
ふ
〳
〵
旅
人
。
よ
し
な
き
事
を
な
宣
ひ
そ
。
わ
ら
は
も

若
菜
を
摘
む
暇
。

御
身
も
急
ぎ
の
旅
な
る
に
。
何
し
に
休
ら
ひ
給
ふ
ら
ん
。

さ
れ
ば
古
き
歌
に
も
。
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旅
人
の
。
道
妨
げ
に
摘
む
物
は
。
生
田
の
小
野
の
若
菜
な

り
。
よ
し
な
や
何
を
問
ひ
給
ふ
。

春
日
野
の
。
飛
火
の
野
守
出
で
ゝ
見
よ
。
〳
〵
。
若
菜
摘

ま
ん
も
程
あ
ら
じ
。
其
如
く
旅
人
も
。
急
が
せ
給
ふ
都
を
。

今
幾
日
有
り
て
御
覧
ぜ
ん
。
君
が
た
め
。
春
の
野
に
出
で
ゝ

若
菜
摘
む
。
衣
手
寒
し
消
え
残
る
。
雪
な
が
ら
摘
ま
う
よ
。

淡
雪
な
が
ら
摘
ま
う
よ
。
沢
辺
な
る
。
氷
凝
は
薄
く
残

れ
ど
も
。
水
の
深
芹
か
き
分
け
て
。
青
緑
。
色
な
が
ら

「「「「「「

下
歌
地

上
歌

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ

い
ざ
や
摘
ま
う
よ
。
〳
〵
。

ま
だ
初
春
の
若
菜
に
は
。
さ
の
み
に
種
は
如
何
な
ら
ん
。

春
立
ち
て
。
朝
の
原
の
雪
見
れ
ば
。
ま
だ
旧
年
の
心
地
し

て
。
今
年
生
は
少
な
し
。
古
葉
の
若
菜
摘
ま
う
よ
。

古
葉
な
れ
ど
も
さ
す
が
ま
た
。
年
若
草
の
種
な
れ
や
。
心

せ
よ
春
の
野
辺
。

春
の
野
に
。
〳
〵
。
菫
摘
み
に
と
来
し
人
の
。
若
紫
の
菜

や
摘
み
し
。
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実
に
や
ゆ
か
り
の
名
を
と
め
て
。
妹
背
の
橋
も
中
絶
え
し
。

佐
野
の
茎
た
ち
若
だ
ち
て
。

緑
の
色
も
名
に
ぞ
染
む
。

長
安
の
薺
。

唐
薺
。
し
ろ
み
草
も
有
明
の
。
雪
に
ま
ぎ
れ
て
。
摘
み
か

ぬ
る
ま
で
春
さ
む
き
。
小
野
の
朝
風
ま
た
。
森
の
し
づ
え

松
垂
れ
て
。
い
づ
れ
を
春
と
は
白
波
の
。
河
風
ま
で
も
さ

え
か
へ
り
。
吹
か
る
ゝ
袂
も
猶
寒
し
。
摘
み
残
し
て
帰
ら

「「「「「「「「「「
地

シ
テ地

シ
テ地

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

ん
。
若
菜
摘
み
残
し
帰
ら
ん
。

如
何
に
申
す
べ
き
事
の
候
。
若
菜
摘
む
女
性
は
皆
々
帰
り

給
ふ
に
。
何
と
て
御
身
一
人
残
り
給
ふ
ぞ
。

先
に
御
尋
ね
候
ふ
求
塚
を
教
へ
申
し
候
は
ん
。

そ
れ
こ
そ
望
み
に
て
候
ふ
御
教
へ
候
へ
。

此
方
へ
御
入
り
候
へ
。
是
こ
そ
求
塚
に
て
候
へ
。

さ
て
求
塚
と
は
。
何
と
申
し
た
る
謂
に
て
候
ふ
ぞ
。
委
し

く
御
物
語
り
候
へ
。
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さ
ら
ば
語
つ
て
聞
か
せ
申
し
候
ふ
べ
し
。
昔
此
所
に
菟
名

日
処
女
の
有
り
し
に
。
又
其
頃
小
竹
田
男
。
血
沼
の
大
丈

夫
と
申
し
ゝ
者
。
彼
う
な
ひ
に
心
を
懸
け
。
同
じ
日
の
同

じ
時
に
。
わ
り
な
き
思
ひ
の
玉
章
を
贈
る
。
彼
女
思
ふ
や

う
。
一
人
に
靡
か
ば
一
人
の
恨
み
深
か
る
べ
し
と
。
左
右
な

う
靡
く
事
も
な
か
り
し
が
。
あ
の
生
田
川
の
水
鳥
を
さ
へ
。

二
人
の
矢
先
諸
共
に
。
一
つ
の
翅
に
中
り
し
か
ば
。
其
時

わ
ら
は
思
ふ
や
う
。
無
慙
や
な
さ
し
も
契
り
は
深
み
ど
り
。

「「
シ
テ地

水
鳥
ま
で
も
我
故
に
。
さ
こ
そ
命
は
鴛
鴦
の
。
番
去
り
に

し
あ
は
れ
さ
よ
。
住
み
わ
び
つ
我
身
捨
て
ゝ
ん
津
の
国
の
。

生
田
の
川
は
名
の
み
な
り
け
り
と
。

是
を
最
期
の
言
葉
に
て
。
〳
〵
。
此
川
波
に
沈
み
し
を
。

取
り
上
げ
て
此
塚
の
。
土
中
に
籠
め
を
さ
め
し
に
。
二
人

の
男
は
此
塚
に
。
求
め
来
り
つ
ゝ
。
何
時
ま
で
生
田
川
。

流
る
ゝ
水
に
夕
汐
の
。
刺
し
ち
が
へ
て
空
し
く
な
れ
ば
。

そ
れ
さ
へ
我
科
に
。
な
る
身
を
助
け
給
へ
と
て
。
塚
の
内
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に
入
り
に
け
り
。
塚
の
内
に
ぞ
入
り
に
け
る
。
（
中
入
）

一
夜
臥
す
。
牡
鹿
の
角
の
塚
の
草
。
〳
〵
。
陰
よ
り
見
え

し
亡
魂
を
。
弔
ふ
法
の
声
立
て
ゝ
。
南
無
幽
霊
成
等
正
覚
。

出
離
生
死
頓
証
菩
提
。

あ
う
嚝
野
人
稀
な
り
。
我
古
墳
な
ら
で
又
何
者
ぞ
。
骸

を
争
ふ
猛
獣
は
去
つ
て
又
残
る
。
塚
を
守
る
悲
魄
は
松
風

に
飛
び
。
電
光
朝
露
猶
以
て
眼
に
あ
り
。
古
墳
多
く
は
少

年
の
人
。
生
田
の
名
に
も
似
ぬ
命
。

「「「「「「

ワ
キ
歌

後
ジ
テ地

シ
テ地地

去
つ
て
久
し
き
古
郷
の
人
の
。

御
法
の
声
は
有
難
や
。

あ
ら
閻
浮
恋
し
や
。

さ
れ
ば
人
。
一
日
一
夜
を
経
る
に
だ
に
。
〳
〵
。
八
億
四
千

の
思
ひ
あ
り
。
況
ん
や
我
等
は
。
去
り
に
し
跡
も
久
堅
の
。

天
の
帝
の
御
代
よ
り
。
今
は
後
の
堀
川
の
。
御
宇
に
あ
は
ゞ

我
も
。
再
び
世
に
も
帰
れ
か
し
。
い
つ
ま
で
草
の
陰
。
苔

の
下
に
は
埋
も
れ
ん
。
さ
ら
ば
埋
れ
も
果
て
ず
し
て
。
苦
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し
み
は
身
を
焼
く
。
火
宅
の
す
み
か
御
覧
ぜ
よ
。
〳
〵
。

あ
ら
痛
は
し
の
御
有
様
や
な
。
一
念
ひ
る
が
へ
せ
ば
。
無

量
の
罪
を
も
遁
る
べ
し
。
種
々
諸
悪
趣
地
獄
鬼
畜
生
。
生

老
病
死
苦
以
漸
悉
令
滅
。
は
や
〳
〵
浮
び
給
へ
。

有
難
や
此
苦
し
み
の
隙
な
き
に
。
御
法
の
声
の
耳
に
触
れ

て
。
大
焦
熱
の
煙
の
内
に
。
晴
間
の
少
し
見
ゆ
る
ぞ
や
。

有
難
や
。

恐
ろ
し
や
お
事
は
誰
そ
。
何
小
竹
田
男
の
亡
心
と
や
。
又

「「「「
ワ
キ

シ
テ詞

ワ
キ

此
方
な
る
は
血
沼
の
大
丈
夫
。
左
右
の
手
を
取
つ
て
。
来

れ
来
れ
と
責
む
れ
ど
も
。
三
界
火
宅
の
住
家
を
ば
。
何
と

力
に
出
づ
べ
き
ぞ
。
又
恐
ろ
し
や
悲
魄
飛
び
去
り
目
の
前

に
。
来
る
を
見
れ
ば
鴛
鴦
の
。
鉄
鳥
と
な
つ
て
黒
金
の
。

嘴
足
剣
の
如
く
な
る
が
。
頭
を
つ
ゝ
き
髄
を
喰
ふ
。
こ
は

そ
も
妾
が
な
せ
る
科
か
や
恨
め
し
や
。
な
ふ
御
僧
此
苦
し

み
を
ば
。
何
と
か
助
け
給
ふ
べ
き
。

実
に
苦
し
み
の
時
来
る
と
。
い
ひ
も
あ
へ
ね
ば
塚
の
上
に
。

1617



火
焰
一
群
飛
び
覆
ひ
て
。

光
り
は
悲
魄
の
鬼
と
な
つ
て
。

標
を
振
り
上
げ
追
つ
立
つ
れ
ば
。

行
か
ん
と
す
れ
ば
前
は
海
。

後
は
火
焰
。

左
も
。

右
も
。

水
火
の
責
め
に
詰
め
ら
れ
て
。

「「「「「「「「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

シ
テ地

せ
ん
か
た
な
く
て
。

火
宅
の
柱
に
。

す
が
り
つ
き
取
り
付
け
ば
。
柱
は
す
な
は
ち
火
焰
と
な
つ

て
。
火
の
柱
を
抱
く
ぞ
と
よ
。
あ
ら
熱
や
堪
へ
が
た
や
。

五
体
は
熾
火
の
。
黒
煙
と
な
り
た
る
ぞ
や
。

而
し
て
起
き
上
れ
ば
。

而
し
て
起
き
上
れ
ば
。
獄
卒
は
標
を
あ
て
ゝ
。
追
つ
立
つ

れ
ば
た
ゞ
よ
ひ
出
で
ゝ
。
八
大
地
獄
の
数
々
。
苦
し
み
を
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尽
し
御
前
に
て
。
懺
悔
の
有
様
見
せ
申
さ
ん
。
ま
づ
等

活
黒
縄
衆
合
。
叫
喚
大
叫
喚
。
炎
熱
極
熱
無
間
の
底
に
。

足
上
頭
下
と
落
つ
る
間
は
。
三
年
三
月
の
苦
し
み
果
て
ゝ
。

少
し
苦
患
の
隙
か
と
思
へ
ば
。
鬼
も
去
り
火
焰
も
消
え
て
。

暗
闇
と
な
り
ぬ
れ
ば
。
今
は
火
宅
に
帰
ら
ん
と
。
有
り
つ

る
住
家
は
何
く
ぞ
と
。
闇
さ
は
闇
し
あ
な
た
を
尋
ね
。
こ

な
た
を
求
塚
。
何
く
や
ら
ん
と
。
求
め
〳
〵
た
ど
り
行
け

ば
。
求
め
え
た
り
や
求
塚
の
。
草
の
陰
野
の
露
消
え
て
。

草
の
陰
野
の
露
消
え
〳
〵
と
。
亡
者
の
形
は
失
せ
に
け
り
。

亡
者
の
影
は
失
せ
に
け
り
。
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